
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 ３０２５ 

令和５年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報Ⅰ 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 情報Ⅰ704 高校情報Ⅰ Python （実教出版） 

副教材等 共通テスト準備情報 I （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報科は，数学等他の教科等の学びとあわせて，このような変化する社会で子供達が生きていく

ための資質・能力を育てる。情報科では，情報に関する科学的な見方・考え方を重視するととも

に，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用するための知識及びプロ

グラミング等の技能を身につけ，実際に活用する力を養うとともに，情報社会に主体的に参画す

る態度を養うことを目指している。 

 

 

２ 学習の到達目標 

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動

を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的

に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習

得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。 

（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切

かつ効果的に活用する力を養う。 

（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

情報と情報技術を問題の発

見・解決に活用するための

知識について理解し，技能

を身に付けているととも

に，情報化の進展する社会

の特質及びそのような社会

と人間との関わりについて

理解している。 

事象を情報とその結び付き

の視点から捉え，問題の発

見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に用

いている。 

情報社会との関わりについ

て考えながら，問題の発見・

解決に向けて主体的に情報

と情報技術を活用し，自ら評

価し改善しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 

1

学

期 

           

 

 

 

 

情

報

社

会 

 

・情報や情報の特徴（残存

性，複製性，伝播性） 

・情報の定義と分類 

・メディアとその特性 

・問題解決の考え方、手

順、手法 

・情報セキュリティ 

・法規による安全対策 

・情報漏洩とその対策 

・個人情報とプライバシー 

・個人情報の活用 

・知的財産権の概念（知的

財産権の分類，産業財産

権や著作権の構成） 

・特許情報の検索方法 

・著作物の利用 

a: 情報の特徴（残存性，複製

性，伝搬性）について，意味を

理解している。さまざまな意

味をもつメディアの機能と特

徴について理解している。情

報セキュリティの意味やその

対策について理解している。 

b: データと情報の違いにつ

いて理解し，事例をあげて説

明することができる。個人情

報の漏洩の例について説明す

ることができる。 

c: 情報セキュリティ技術、法

規による安全対策の重要性に

興味・関心をもって取り組ん

でいる。 

 

ワークシ

ート 

定期考

査 

 

ワークシ

ート 

定期考

査 

探求活

動 

デ 

ジ 

タ 

ル 

 

・アナログ・デジタル 

・情報量・ビット・バイト 

・AD変換，DA変換 

・数値の表現 

・負の数や実数の表現 

・文字の表現 

・２進数 

・論理回路・加算器 

・音のデジタル化 

・標本化周波数と量子化 

・標本化定理 

・光の三原色・色の三原色 

・解像度・階調 

・画像のデジタル化 

・ラスタ形式とベクタ形式 

・コンピュータを構成する

ハードウェアとソフトウェア 

・OSの機能 

・コンピュータ内部の動作 

・クロック周波数 

・演算誤差 

a: アナログとデジタルの概

念とその違いを理解してい

る。2 進数・10 進数・16 進数

を相互に変換することができ

る。音声・画像の情報をデジタ

ル化するための原理を説明す

ることができる。コンピュータ

を構成するハードウェアとソフト

ウェアの内容を理解している。 

b: 2 進数・10 進数・16 進数

を用い，目的に応じて適切に

情報量を表現できる。情報量

を適切な単位で表現したり，

変換したりできる。 

c: 数値・文字・音声・画像な

どのデジタル化された情報

を，主体的かつ適切に取り扱

おうとしている。 

 

 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

探求活

動 
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2

2

学

期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ミ 

ン 

グ 

・アルゴリズムとプログラミ

ング 

・プログラミング言語の分

類 

・プログラミングの流れ 

・プログラムの基本構造

（順次構造，選択構造，繰

り返し構造） 

・演算子や変数 

・プログラム作成上の基本

ルール 

・配列の仕組み 

・一次元配列 

・二次元配列 

・関数の機能                                                            

・関数の定義と呼び出す

方法 

・グローバル変数とローカ

ル変数 

・プログラムによるオープン

データの活用 

a: アルゴリズムとプログラ

ムについてそれぞれ説明する

ことができる。アルゴリズム

の基本制御構造（順次，選択，

反復）の違いについて説明す

ることができる。 

b: 変数や配列を使用して選

択構造や反復構造のプログラ

ムを作成することができる。 

c: 問題解決のためのアルゴ

リズムを考え，粘り強く試行

錯誤しながらプログラムを作

成することができる。問題解

決のために作成したプログラ

ムの記述を学習者間で相互評

価し，改善してより効率的な

プログラムを作成する努力を

する 

 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

プログラ

ムデー

タ 

定期考

査 

プログラ

ムデータ 

 
 

 
 
 

情 

報 
デ 

ザ 

イ 

ン 

 

・コミュニケーションの形態

の分類や手段の特性 

・コミュニケーションとメディ

ア 

・メディアリテラシー 

・情報デザインの意味 

・視覚的な表現の工夫 

・論文の構成や論理の展

開 

・プレゼンテーションの企

画 

・プレゼンテーションの評

価 

・Webサイトの設計・構成 

・HTMLの基礎 

・Webページの制作 

・閲覧数を増やす工夫 

a: メディアリテラシーの考

え方や情報の信憑性について

理解している。Webページの特

徴や作成方法について理解で

きる。 

b: コミュニケーションにお

ける同期・非同期，直接・間接

を適切に分類できる。Webサイ

トの情報構造を考え，適切に

設計することができる。 

c: Web ページの制作に意欲的

に取り組んでいる。閲覧数を

増やすための方法を提案する

ことができる。 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

探 求 活

動 
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３ 

学

期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ネ 

ッ 

ト 

ワ 

ー 

ク 

・LAN とWAN 

・集中処理と分散処理 

・サーバの利用 

・IPアドレス 

・ドメイン名と名前解決 

・ネットワークの経路 

・Web ページの閲覧の仕

組み 

・電子メールの送受信の仕

組み 

・情報システムの例 

・データベースとその役割 

・データの活用 

・リレーショナルデータベ

ース 

・パスワード管理 

・コンピュータウイルス，ウ

イルス対策ソフト 

・不正アクセス 

・フィルタリング，電子透か

し 

・パリティピット 

・暗号化、デジタル署名 

a:インターネット接続につい

て理 解している。インターネ

ット上の サービスの仕組み

を理解してい る。  

b:インターネットの今後の利

用に ついて考えることがで

きる。ネットワークのトラブ

ルを考えることができる。  

c:ネットワークの仕組みにつ

いて 興味を持とうとしてい

る。インターネット上のサー

ビスの仕組みに ついて考え

ようとしている。情報セキュ

リティを維持するための対策

を自ら進んで行うとともに，

自分で振り返るとともに，教

員の助言や相互評価に基づい

て改善を図ろうとしている。 

 

ワークシ

ート 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

探 求 活

動 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


